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【
検

討
会

の
目

的
】

　
　

●
第

二
東

名
高

速
道

路
工

事
に

と
も

な
う

発
生

土
の

処
理

が
計

画
さ

れ
た

田
代

地
区

に
お

い
て

動
植

物
の

現
況

を
把

握
し

、
自

然
環

境
の

保
全

・
復

元
に

関
す

る
基

礎
的

資
料

を
得

る
と

同
時

に
適

切
な

対
策

を
行

う
こ

と
を

目
的

と
し

た
。

【
自

然
環

境
保

全
の

基
本

方
針

】

　
　

●
「
特

定
種

」
「
注

目
種

」
だ

け
の

保
全

に
限

ら
ず

、
当

該
地

域
の

自
然

環
境

を
一

つ
の

生
態

系
と

し
て

捉
え

、
そ

の
生

態
系

の
特

徴
を

極
力

損
な

わ
な

い
こ

と
を

目
標

に
保

全
対

策
を

検
討

し
た

。

　
　

　
 当

該
地

域
の

特
徴

は
樹

林
を

主
体

と
し

た
盆

地
地

形
に

規
定

さ
れ

、
多

湿
な

微
気

象
条

件
、

連
続

性
（
背

後
樹

林
お

よ
び

河
川

と
海

）
な

ど
か

ら
、

ワ
シ

タ
カ

類
の

生
息

な
ど

生
物

多
様

性
の

高
い

こ
と

が
挙

げ
ら

れ
る

。

注
1
:第

二
東

名
高

速
道

路
島

田
地

区
環

境
調

査
検

討
会

（
1
99

6
～

1
99

8
年

度
）

注
2
:工

事
制

限
区

A
地

区
：
巣

か
ら

約
5
0
0m

以
内

→
原

則
立

入
り

禁
止

B
地

区
：
巣

か
ら

約
5
0
0m

以
遠

だ
が

、
巣

か
ら

の
見

通
し

が
良

い
範

囲
→

車
両

の
通

行
の

み
可

C
地

区
：
A

、
Ｂ

地
区

以
外

→
特

に
制

限
を

設
け

な
い

が
、

騒
音

の
発

生
防

止
等

、
極

力
ク

マ
タ

カ
へ

の
影

響
を

最
小

限
化

す
る

。

●
島

田
市

ゴ
ミ

焼
却

場
建

設
工

事
建

設
工

事
　

・
2
0
0
3
年

1
0
月

6
日

：
事

前
の

造
成

工
事

開
始

　
・
2
0
0
4
年

1
月

7
日

  
：
造

成
工

事
開

始

●
島

田
市

ゴ
ミ

焼
却

場
稼

動
　

・
2
0
0
6
年

4
月

図
Ⅰ

.1
　

島
田

市
田

代
地

区
環

境
調

査
の

経
緯

（
1
/
3
）

平
成

8
年

度
第

二
東

名
高

速
道

路
島

田
地

区
環

境
調

査
・
自

然
環

境
調

査
（
19

9
6.

9～
19

9
7
.1

）
/ 

猛
禽

類
調

査
（1

9
9
7.

1
、

3
）

→
地

域
自

然
環

境
特

性
の

概
略

把
握

。
→

オ
オ

タ
カ

出
現

（
19

9
6.

9.
10

初
認

）。
→

オ
オ

タ
カ

の
古

巣
の

発
見

（
1
9
97

.3
.5

）。
→

ク
マ

タ
カ

出
現

（
1
99

7
.3

.5
初

認
）
。

平
成

9
年

度
第

二
東

名
高

速
道

路
島

田
地

区
環

境
調

査
・自

然
環

境
調

査
（1

9
97

.4
～

1
9
98

.3
オ

オ
タ

カ
調

査
含

む
：
1
99

7
.4

～
1
9
98

.3
）

→
地

域
自

然
環

境
特

性
の

概
略

把
握

。
→

オ
オ

タ
カ

営
巣

地
の

発
見

（
19

9
7
.3

.5
確

認
の

古
巣

で
6
.1

9ヒ
ナ

1羽
確

認
。

7.
12

巣
立

ち
確

認
）。

→
ク

マ
タ

カ
繁

殖
行

動
の

確
認

（
19

9
7.

3.
5初

認
後

、
繁

殖
期

に
波

状
飛

行
を

確
認

、
踏

査
を

行
っ

た
が

、
営

巣
地

は
確

認
で

き
な

か
っ

た
）。

1
9
9
6
年

度
検

討
会

注
1

1
9
9
6.

9
.1

1
：第

1回
1
9
9
6.

1
2
.6

：第
2回

1
9
9
7.

3
.2

4
：第

3回

1
9
9
7年

度
検

討
会

1
9
9
7.

9
.2

2：
第

1回
1
9
9
8.

3
.1

8：
第

2回

平
成

1
0
年

度
第

二
東

名
高

速
道

路
島

田
地

区
環

境
調

査
・
猛

禽
類

調
査

（オ
オ

タ
カ

、
ク

マ
タ

カ
調

査
：1

99
8
.4

～
1
99

8
.9

 /
 1

99
8
.1

1～
19

9
9.

3）
→

オ
オ

タ
カ

繁
殖

成
功

（1
99

8
.7

.1
2ヒ

ナ
1羽

確
認

。
7.

28
巣

立
ち

確
認

）。
→

ク
マ

タ
カ

は
繁

殖
期

に
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
を

確
認

。
出

現
頻

繁
。

営
巣

木
の

確
認

（踏
査

）を
行

っ
た

が
、

幼
鳥

、
巣

は
確

認
さ

れ
ず

、
当

該
地

で
の

繁
殖

は
な

か
っ

た
と

判
断

。
・
オ

オ
タ

カ
保

全
対

策
の

提
案

→
ク

マ
タ

カ
の

交
尾

（
19

9
9.

2.
22

、
3.

1
8）

、
巣

材
運

び
（1

99
9.

3.
18

）を
確

認
。

1
9
9
8
年

度
検

討
会

1
9
9
8
.1

1.
11

：第
1回

平
成

1
1年

度
第

二
東

名
高

速
道

路
島

田
地

区
環

境
調

査
・
猛

禽
類

調
査

（
ク

マ
タ

カ
調

査
を

主
体

と
し

、
オ

オ
タ

カ
は

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

：
1
99

9
.4

～
1
9
99

.1
0
  

/
  
2
00

0
.1

～
2
0
00

.3
）

→
ク

マ
タ

カ
は

先
の

交
尾

、
巣

材
運

び
の

確
認

を
受

け
て

、
営

巣
木

の
確

認
（
踏

査
）を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
古

巣
と

思
わ

れ
る

も
の

を
確

認
（1

9
99

.6
.2

1
）。

し
か

し
、

巣
を

利
用

し
た

様
子

も
幼

鳥
も

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
当

期
も

繁
殖

は
な

か
っ

た
と

判
断

。
→

ク
マ

タ
カ

は
繁

殖
期

に
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
、

交
尾

を
確

認
（
2
00

0
.2

.2
3）

。
→

オ
オ

タ
カ

は
1
99

8
年

の
巣

を
利

用
せ

ず
、

幼
鳥

も
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

平
成

1
2年

度
第

二
東

名
高

速
道

路
島

田
地

区
環

境
調

査
・猛

禽
類

調
査

（
2
00

0
.4

～
2
00

0
.1

2）
→

営
巣

木
の

確
認

（
踏

査
）
を

行
っ

た
と

こ
ろ

（
2
00

0
.6

.5
、

6.
1
2
）
、

昨
年

度
確

認
の

古
巣

ら
し

き
も

の
の

利
用

が
な

く
、

新
た

な
巣

も
幼

鳥
も

確
認

さ
れ

ず
、

2
00

0
年

も
繁

殖
し

な
か

っ
た

も
の

と
判

断
。

→
オ

オ
タ

カ
は

繁
殖

に
か

か
わ

る
行

動
（2

羽
で

の
出

現
）
が

見
ら

れ
た

が
、

出
現

頻
度

は
減

少
。

繁
殖

の
形

跡
認

め
ら

れ
ず

。
山

田
座

長
へ

、
こ

れ
ま

で
の

経
過

報
告

と
今

後
の

猛
禽

類
調

査
お

よ
び

植
物

注
目

種
移

植
計

画
の

提
示

。
・植

物
注

目
種

の
移

植
（
2
00

0
.1

0
：検

討
会

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

の
杉

野
先

生
に

相
談

し
な

が
ら

実
施

）
→

エ
ビ

ネ
な

ど
17

種
1
0
6
1株

を
移

植
。

平
成

1
3年

度
第

二
東

名
高

速
道

路
島

田
地

区
環

境
調

査
・猛

禽
類

調
査

（
2
00

1
.7

、
20

0
2.

2、
2
0
02

.3
）

→
2
0
0
1年

7月
24

日
～

2
5日

：出
現

な
し

。
→

2
0
0
2年

2月
11

日
～

1
2日

：オ
オ

タ
カ

、
ク

マ
タ

カ
出

現
。

→
2
0
0
2年

3月
11

日
～

1
2日

：ク
マ

タ
カ

の
巣

ら
し

き
も

の
を

確
認

（
の

ち
に

巣
と

断
定

）
。

オ
オ

タ
カ

に
つ

い
て

は
営

巣
の

可
能

性
は

低
い

と
判

断
さ

れ
た

。
・移

植
し

た
植

物
注

目
種

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
（
2
00

1
.1

0：
移

植
1
年

後
）

→
調

査
区

に
移

動
し

た
植

物
の

約
8
割

強
を

確
認

。

平
成

1
4
年

度
第

二
東

名
高

速
道

路
島

田
地

区
環

境
調

査
・
ク

マ
タ

カ
調

査
（
行

動
調

査
、

監
視

調
査

）
→

20
0
2
年

4
月

2
7日

：
巣

内
に

て
ヒ

ナ
を

確
認

。
→

20
0
2
年

7
月

3
日

：
幼

鳥
の

巣
か

ら
の

飛
び

出
し

を
確

認
。

→
20

0
3
年

3
月

末
：
幼

鳥
が

巣
周

辺
か

ら
い

な
く
な

る
。

ペ
ア

の
繁

殖
活

動
は

継
続

す
る

が
産

卵
は

見
ら

れ
な

か
っ

た
。

・
貴

重
植

物
移

植
調

査
（移

植
2
年

目
の

追
跡

調
査

）
→

調
査

区
に

移
動

し
た

植
物

の
約

7
7
％

を
確

認
、

増
殖

個
体

を
含

め
る

と
約

93
％

の
確

認
率

で
あ

っ
た

。

平
成

1
5
年

度
第

二
東

名
高

速
道

路
島

田
地

区
環

境
調

査
・ク

マ
タ

カ
調

査
（行

動
調

査
、

監
視

調
査

）
→

2
0
0
3年

～
2
00

4
年

巣
材

搬
入

、
交

尾
な

ど
の

繁
殖

活
動

が
見

ら
れ

な
か

っ
た

が
、

産
卵

な
し

。
・営

巣
環

境
調

査
：営

巣
木

モ
ミ

、
樹

高
2
0m

、
胸

高
直

径
6
5
cm

、
南

西
方

向
の

斜
面

（4
8
°

）
、

標
高

1
9
0
m

、
周

辺
常

落
広

葉
樹

混
交

、
沢

部
ス

ギ
植

林
・貴

重
植

物
移

植
調

査
（
移

植
3
年

目
の

追
跡

調
査

）
→

調
査

区
に

移
動

し
た

植
物

の
約

6
7％

を
確

認
、

増
殖

個
体

を
含

め
る

と
約

8
6
％

の
確

認
率

で
あ

っ
た

。

平
成

1
6
年

度
第

二
東

名
高

速
道

路
島

田
地

区
環

境
調

査
・
ク

マ
タ

カ
調

査
（
行

動
調

査
、

監
視

調
査

）
→

20
0
4
年

～
2
0
05

年
巣

材
の

搬
入

、
交

尾
な

ど
の

繁
殖

活
動

が
見

ら
れ

た
が

、
産

卵
な

し
。

・
貴

重
植

物
移

植
調

査
（移

植
3
年

目
の

追
跡

調
査

）
→

調
査

区
に

移
動

し
た

植
物

の
約

6
0
％

を
確

認
、

増
殖

個
体

を
含

め
る

と
約

78
％

の
確

認
率

で
あ

っ
た

。

平
成

1
7
年

度
第

二
東

名
高

速
道

路
島

田
地

区
環

境
調

査
(2

0
05

.4
～

2
0
0
5
.9

)
・ク

マ
タ

カ
調

査
（
20

0
5年

4月
～

9
月

：行
動

調
査

、
監

視
調

査
）

→
繁

殖
期

に
巣

材
搬

入
、

交
尾

な
ど

の
繁

殖
活

動
が

見
ら

れ
た

が
、

産
卵

な
し

。
20

05
年

の
繁

殖
な

し
と

判
断

。
そ

の
後

、
成

鳥
の

営
巣

地
周

辺
（
高

山
～

千
葉

山
）
へ

の
出

現
が

見
ら

れ
た

。

平
成

1
7
年

度
第

二
東

名
高

速
道

路
島

田
地

区
環

境
調

査
(2

0
0
5
.1

2
～

2
0
0
6
.1

2
)

●
ク

マ
タ

カ
調

査
（
20

0
5年

12
月

～
2
00

6
年

1
2月

：行
動

調
査

、
監

視
調

査
）

→
繁

殖
期

に
巣

材
搬

入
、

交
尾

な
ど

の
繁

殖
活

動
が

見
ら

れ
た

が
、

産
卵

な
し

。
2
00

6
年

の
繁

殖
な

し
と

判
断

。
そ

の
後

、
成

鳥
の

営
巣

地
周

辺
（高

山
～

千
葉

山
）
へ

の
出

現
が

見
ら

れ
た

。

●
貴

重
植

物
移

植
調

査
（
移

植
5年

、
6
年

の
追

跡
調

査
：
20

0
5年

1
2月

、
2
00

6年
10

月
）

→
調

査
区

に
移

植
し

た
植

物
の

約
46

％
を

確
認

、
増

殖
個

体
を

含
め

る
と

約
63

.7
％

の
確

認
率

で
あ

っ
た

。

平
成

1
8
年

度
以

降
の

調
査

山
田

座
長

へ
の

報
告

1
9
9
9.

4
.1

4
1
9
9
9.

8
.1

1
1
9
9
9.

12
.2

0

島
田

市
へ

の
報

告

2
0
0
0
年

4月
工

事
着

工

山
田

座
長

へ
の

報
告

2
0
0
0.

8.
10

2
0
0
2
年

度
検

討
会

2
0
0
2
.5

.2
7：

第
1回

2
0
0
2年

度
静

岡
県

ワ
シ

タ
カ

類
保

護
対

策
検

討
委

員
会

2
0
0
2.

8.
7：

第
1
回

2
0
0
3.

1.
1
5：

第
2回

2
0
0
3年

度
静

岡
県

ワ
シ

タ
カ

類
保

護
対

策
検

討
委

員
会

2
0
0
3
.5

.2
7：

第
3
回

2
0
0
4
.3

.3
0：

第
4
回

2
0
0
4年

度
静

岡
県

ワ
シ

タ
カ

類
保

護
対

策
検

討
委

員
会

2
0
0
4.

10
.3

0：
第

5回
2
0
0
5.

3.
31

：第
6回

2
0
0
5年

度
静

岡
県

ワ
シ

タ
カ

類
保

護
対

策
検

討
委

員
会

2
0
0
5.

1
0.

20
：
第

7
回

（
島

田
市

主
催

）

山
田

座
長

緊
急

現
地

視
察

20
02

.3

島
田

市
へ

の
報

告

島
田

市
へ

の
報

告

島
田

市
へ

の
報

告 2
0
0
5年

1
1月

～
2
0
07

年
1月

島
田

市
「
田

代
の

郷
」
整

備
計

画
策

定
委

員
会

・
健

康
福

祉
部

会
・
環

境
農

林
部

会
(住

民
参

加
形

式
に

よ
る

土
地

利
用

計
画

の
検

討
）

2
0
0
4年

島
田

市
伊

太
田

代
地

区
土

地
利

用
計

画
策

定
検

討

2
0
0
3年

島
田

市
伊

太
田

代
地

区
土

地
利

用
計

画
に

か
か

わ
る

自
然

環
境

影
響

評
価

資料 10 田代地区のこれまでの経緯 

 



5 

 

　
平

成
1

9
年

度
～

平
成

2
2

年
度

　
第

二
東

名
高

速
道

路
島

田
地

区
環

境
調

査
（

2
0

0
8

年
1

月
～

2
0

1
0

年
4

月
）

●
島

田
市

温
浴

施
設

営
業

・
2

0
0

9
年

4
月

●
埋

め
立

て
工

事
終

了
（

N
E

X
C

O
）

・
2

0
0

9
年

1
2

月

こ
こ

ま
で

の
調

査
は

N
E

X
C

O
主

体

以
後

の
調

査
は

島
田

市
主

体

平
成

2
2

年
度

～
平

成
2

7
年

度
　

田
代

地
区

猛
禽

類
等

調
査

業
務

　
（

2
0

1
0

年
5

月
～

2
0

1
9

年
3

月
）

●
市

営
霊

園
建

設
事

業
（

第
１

工
区

）

●
陸

上
競

技
場

建
設

●
陸

上
競

技
場

建
設

●
メ

ガ
ソ

ー
ラ

ー
建

設

・
2

0
1

3
年

8
～

1
2

月
、

建
設

工
事

・
2

0
1

4
年

1
月

、
供

用
開

始

図
Ⅰ

.1
　

島
田

市
田

代
地

区
環

境
調

査
の

経
緯

（
2
/
3
）

　
　

平
成

1
8

年
度

　
第

二
東

名
高

速
道

路
島

田
地

区
環

境
調

査
　

（
2

0
0

7
年

1
月

～
2

0
0

7
年

1
2

月
）

　
　

　
●

ク
マ

タ
カ

調
査

（
2

0
0

7
年

1
月

～
2

0
0

7
年

1
2

月
：

行
動

調
査

、
監

視
調

査
）

  
  

  
  

→
繁

殖
期

、
非

繁
殖

期
を

通
し

て
、

高
山

周
辺

に
は

出
現

し
た

が
、

田
代

地
区

で
の

出
現

は
見

ら
れ

な
か

っ
た

。
一

方
、

田
代

地
区

で
は

8
月

（
非

繁
殖

期
）
に

オ
オ

タ
カ

、
ハ

チ
ク

マ
の

　
　

　
　

　
　

　
 幼

鳥
、

サ
シ

バ
の

ペ
ア

が
確

認
さ

れ
、

こ
れ

ら
3
種

の
繁

殖
の

可
能

性
が

考
え

ら
れ

た
。

  
  

  
  

 ●
貴

重
植

物
移

植
調

査
（

7
年

目
の

追
跡

調
査

：
2

0
0

7
年

1
0

月
）

　
　

  
  

  
  

→
調

査
区

に
移

植
し

た
植

物
の

約
4
4
％

を
確

認
、

増
殖

個
体

を
含

め
る

と
6
6
％

の
確

認
率

で
あ

っ
た

。

　
2
0
0
8
年

繁
殖

期
の

行
動

調
査

・
監

視
調

査
　

（
2

0
0

8
年

1
月

～
2

0
0

8
年

1
2

月
）

　
 ・

ク
マ

タ
カ

は
、

田
代

地
区

で
の

繁
殖

活
動

は
見

ら
れ

な
か

っ
た

。
た

だ
し

、
千

葉
山

の
北

側
で

は
1
0
月

に
幼

鳥
の

出
現

が
確

認
さ

れ
、

繁
殖

（
成

功
）

　
　

　
の

可
能

性
が

考
え

ら
れ

た
。

  
  

 ・
一

方
、

田
代

地
区

及
び

そ
の

周
辺

で
は

繁
殖

期
に

オ
オ

タ
カ

２
カ

所
、

サ
シ

バ
３

カ
所

、
ハ

チ
ク

マ
１

カ
所

の
生

息
が

確
認

さ
れ

、
繁

殖
可

能
性

が

　
　

　
考

え
ら

れ
た

。
こ

の
う

ち
、

オ
オ

タ
カ

、
サ

シ
バ

は
幼

鳥
が

出
現

し
、

田
代

地
区

お
よ

び
そ

の
周

辺
で

繁
殖

に
成

功
し

た
可

能
性

が
高

い
。

ま
た

、
1
0

　
　

　
月

に
は

田
代

地
区

の
東

側
の

樹
林

内
で

サ
シ

バ
と

思
わ

れ
る

巣
を

確
認

し
た

。

　
●

移
植

8
年

目
の

追
跡

調
査

：
2

0
0

8
年

1
0

月

　
　

・
調

査
区

に
移

植
し

た
植

物
の

約
4
1
％

を
確

認
、

増
殖

個
体

を
含

め
る

と
約

1
0
0
％

の
確

認
率

で
あ

っ
た

。

　
2
0
0
9
年

繁
殖

期
の

行
動

調
査

・
監

視
調

査
　

（
2

0
0

9
年

1
月

～
2

0
0

9
年

1
2

月
）

  
  

 ・
ク

マ
タ

カ
は

、
田

代
地

区
で

の
繁

殖
活

動
は

見
ら

れ
な

か
っ

た
。

他
の

地
域

で
の

繁
殖

活
動

も
見

ら
れ

な
か

っ
た

。

  
  
  
・
田

代
地

区
お

よ
び

そ
の

周
辺

で
は

オ
オ

タ
カ

１
カ

所
（
巣

発
見

）
、

サ
シ

バ
４

カ
所

（
１

カ
所

巣
発

見
）
、

ハ
チ

ク
マ

１
カ

所
の

繁
殖

  
  
  
  
ま

た
は

そ
の

可
能

性
が

確
認

さ
れ

た
。

こ
の

う
ち

、
オ

オ
タ

カ
１

カ
所

、
サ

シ
バ

１
カ

所
は

巣
を

発
見

し
、

繁
殖

成
功

を
確

認
し

た
。

  
  
  
  
ま

た
、

サ
シ

バ
の

も
う

１
カ

所
で

は
幼

鳥
が

出
現

し
、

繁
殖

成
功

を
確

認
し

た
。

　
●

移
植

9
年

目
の

追
跡

調
査

：
2

0
0

9
年

1
0

月

　
　

・
調

査
区

に
移

植
し

た
植

物
の

約
4
1
％

を
確

認
、

増
殖

個
体

を
含

め
る

と
約

7
2
％

の
確

認
率

で
あ

っ
た

。

　
2
0
1
0
年

1
月

～
2
0
1
0
年

4
月

行
動

調
査

  
  

・
ク

マ
タ

カ
は

、
田

代
地

区
に

出
現

し
た

が
、

繁
殖

活
動

は
見

ら
れ

な
い

。
一

方
、

千
葉

山
周

辺
で

は
ペ

ア
の

出
現

が
確

認
さ

れ
た

。

　
　

  
・
田

代
地

区
お

よ
び

そ
の

周
辺

で
は

オ
オ

タ
カ

、
サ

シ
バ

の
出

現
が

確
認

さ
れ

た
。

　
2
0
1
2
年

5
月

～
2
0
1
3
年

3
月

の
行

動
調

査
　

　
・
2
0
1
2
年

5
月

～
1
2
月

：
田

代
地

区
お

よ
び

周
辺

に
お

い
て

オ
オ

タ
カ

2
カ

所
（
1
カ

所
：
営

巣
地

確
認

、
繁

殖
成

功
）
、

サ
シ

バ
3
カ

所
（
1
カ

所
：
繁

殖
成

　
　

　
　

功
）
、

ハ
チ

ク
マ

2
カ

所
で

繁
殖

活
動

が
確

認
さ

れ
た

。

　
  

　
・
2
0
1
3
年

2
月

～
3
月

：
オ

オ
タ

カ
、

ク
マ

タ
カ

出
現

。
オ

オ
タ

カ
は

2
月

に
田

代
地

区
、

相
賀

地
区

、
千

葉
山

の
西

側
で

出
現

。
ク

マ
タ

カ
は

高
山

南
東

斜

　
　

　
　

面
の

鉄
塔

周
辺

に
2
月

、
3
月

と
出

現
。

　
●

移
植

1
2

年
目

の
追

跡
調

査
：

2
0

1
2

年
9

～
1

0
月

　
　

・
調

査
区

に
移

植
し

た
植

物
の

約
3
4
％

を
確

認
、

増
殖

個
体

を
含

め
る

と
約

6
6
％

の
確

認
率

で
あ

っ
た

。

　
2
0
1
0
年

5
月

～
2
0
1
1
年

3
月

の
行

動
調

査
　

　
・
2
0
1
0
年

5
月

～
2
0
1
0
年

8
月

：
ク

マ
タ

カ
は

、
田

代
地

区
お

よ
び

千
葉

山
周

辺
に

お
い

て
も

出
現

は
見

ら
れ

な
か

っ
た

。

　
  

 ・
田

代
地

区
お

よ
び

そ
の

周
辺

で
は

オ
オ

タ
カ

３
カ

所
（
内

１
カ

所
繁

殖
成

功
）
、

サ
シ

バ
４

カ
所

、
ハ

チ
ク

マ
１

カ
所

（
家

族
群

）
の

出
現

が
確

認
さ

れ
た

。

　
  

 ・
2
0
1
1
年

2
月

～
2
0
1
1
年

3
月

：
ク

マ
タ

カ
は

、
田

代
地

区
お

よ
び

周
辺

地
域

を
含

め
、

出
現

は
見

ら
れ

な
か

っ
た

。
オ

オ
タ

カ
は

、
田

代
地

区
お

よ
び

相

  
  

  
  

賀
地

区
に

お
い

て
出

現
が

確
認

さ
れ

た
。

ま
た

、
サ

シ
バ

3
月

3
1
日

に
田

代
地

区
で

出
現

が
確

認
さ

れ
た

。

　
●

移
植

1
0

年
目

の
追

跡
調

査
：

2
0

1
0

年
1

0
月

　
　

・
調

査
区

に
移

植
し

た
植

物
の

約
3
7
％

を
確

認
、

増
殖

個
体

を
含

め
る

と
約

7
3
％

の
確

認
率

で
あ

っ
た

。

　
2
0
1
1
年

5
月

～
2
0
1
2
年

3
月

の
行

動
調

査
　

　
・
2
0
1
1
年

5
月

～
2
0
1
1
年

8
月

：
ク

マ
タ

カ
の

出
現

は
見

ら
れ

な
か

っ
た

。
田

代
地

区
お

よ
び

そ
の

周
辺

で
は

オ
オ

タ
カ

が
１

カ
所

  
  

 （
田

代
地

区
と

相
賀

地
区

と
の

境
界

尾
根

付
近

）
で

繁
殖

成
功

、
サ

シ
バ

は
５

カ
所

で
出

現
し

１
カ

所
で

繁
殖

成
功

、
ハ

チ
ク

マ
は

２
カ

所
で

出
現

が

  
  

  
 確

認
さ

れ
、

１
カ

所
（
田

代
地

区
）
で

繁
殖

成
功

を
確

認
。

　
  

・
2
0
1
2
年

2
月

～
2
0
1
2
年

3
月

：
ク

マ
タ

カ
は

、
高

山
に

お
い

て
出

現
が

見
ら

れ
た

。
オ

オ
タ

カ
は

、
田

代
地

区
お

よ
び

賀
地

区
に

お
い

て
出

現
が

確
認

  
  

  
  

 さ
れ

た
。

　
●

移
植

1
1

年
目

の
追

跡
調

査
：

2
0

1
1

年
1

0
月

　
　

・
調

査
区

に
移

植
し

た
植

物
の

約
3
7
％

を
確

認
、

増
殖

個
体

を
含

め
る

と
約

7
1
％

の
確

認
率

で
あ

っ
た

。

　
2
0
1
3
年

5
月

～
2
0
1
4
年

3
月

の
行

動
調

査
　

　
・
2
0
1
3
年

5
月

～
1
2
月

：
田

代
地

区
お

よ
び

周
辺

に
お

い
て

オ
オ

タ
カ

2
カ

所
（
1
カ

所
：
営

巣
地

確
認

、
繁

殖
成

功
）
、

サ
シ

バ
4
カ

所
（
1
カ

所
：
繁

殖
成

　
　

　
　

功
）
、

ハ
チ

ク
マ

1
カ

所
で

繁
殖

活
動

が
確

認
さ

れ
た

。

　
  

　
・
2
0
1
4
年

2
月

～
3
月

：
オ

オ
タ

カ
、

ク
マ

タ
カ

出
現

。
オ

オ
タ

カ
は

2
月

､3
月

に
田

代
地

区
、

千
葉

山
の

西
側

で
出

現
。

ク
マ

タ
カ

は
2
月

に
田

代
地

区
で

　
　

　
　

ペ
ア

出
現

、
餌

運
び

も
見

ら
れ

た
。

　
●

移
植

1
3

年
目

の
追

跡
調

査
：

2
0

1
3

年
1

0
月

　
　

・
調

査
区

に
移

植
し

た
植

物
の

約
3
3
％

を
確

認
、

増
殖

個
体

を
含

め
る

と
約

6
5
％

の
確

認
率

で
あ

っ
た

。

2
0
0
6年

度
静

岡
県

ワ
シ

タ
カ

類
保

護
対

策
検

討
委

員
会

2
0
0
7.

3
.2

2：
第

8回

ク
マ

タ
カ

調
査

貴
重

植
物

移
植

調
査

ク
マ

タ
カ

調
査

貴
重

植
種

物
移

ク
マ

タ
カ

調
査

2
0
0
9年

度
静

岡
県

ワ
シ

タ
カ

類
保

護
対

策
検

討
委

員
会

2
0
0
9.

1
2.

1
1：

第
9
回

2
0
0
5
年

1
1
月

～
2
0
0
7
年

1
月

島
田

市
「
田

代
の

郷
」
整

備
計

画
策

定
委

員
会

・
健

康
福

祉
部

会
・
環

境
農

林
部

会
(住

民
参

加
形

式
に

よ
る

土
地

利
用

計
画

の
検

討
）

土
地

利
用

計
画

へ
の

反
映

猛
禽

類
調

査

貴
重

植
物

移
植

調
査

猛
禽

類
調

査

貴
重

植
物

移
植

調
査

2
0
1
1年

度
静

岡
県

ワ
シ

タ
カ

類
保

護
対

策
検

討
委

員
会

2
0
1
1.

6
.1

3：
第

10
回

猛
禽

類
調

査

貴
重

植
物

移
植

調
査

猛
禽

類
調

査

貴
重

植
物

移
植

調
査



6 

 

●
メ

ガ
ソ

ー
ラ

ー
建

設

・
2

0
1

3
年

8
～

1
2

月
、

建
設

工
事

・
2

0
1

4
年

1
月

、
供

用
開

始

●
市

営
霊

園
建

設
事

業
（

第
２

工
区

）

・
2

0
1

4
年

7
月

～
2

0
1

5
年

2
月

●
メ

ガ
ソ

ー
ラ

ー
、

除
草

シ
ー

ト
の

設
置

工
事

・
2

0
1

6
年

2
月

工
事

●
ド

ロ
ー

ン
に

よ
る

測
量

・
2

0
1

6
年

1
2

月
実

施
(飛

行
時

間
2

0
分

と
軽

微
）

●
多

目
的

ス
ポ

ー
ツ

・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
広

場

・
2

0
1

8
年

8
月

工
事

開
始

(2
0

2
0

年
供

用
予

定
）

●
多

目
的

ス
ポ

ー
ツ

・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
広

場

・
2

0
2

0
年

6
月

供
用

開
始

　
2
0
2
0
年

4
月

～
2
0
2
1
年

3
月

の
行

動
調

査
　

　
・
ク

マ
タ

カ
は

高
山

の
東

側
に

出
現

し
た

が
、

昨
年

巣
で

の
繁

殖
は

な
か

っ
た

。

　
　

 ・
オ

オ
タ

カ
は

相
賀

地
区

に
お

い
て

出
現

し
た

が
、

繁
殖

は
確

認
で

き
な

か
っ

た
。

  
 　

・
サ

シ
バ

は
田

代
地

区
内

の
昨

年
の

繁
殖

巣
で

繁
殖

活
動

を
確

認
し

た
が

、
幼

鳥
の

出
現

が
な

く
、

繁
殖

中
断

と
判

断
し

た
。

　
　

 ・
ハ

チ
ク

マ
は

5
月

に
♂

♀
、

6
月

、
7
月

に
田

代
地

区
に

お
い

て
♂

の
出

現
を

確
認

し
た

が
、

繁
殖

の
成

否
は

不
明

で
あ

っ
た

。

　
2
0
2
1
年

4
月

～
2
0
2
1
年

1
0
月

の
行

動
調

査
　

　
・
ク

マ
タ

カ
は

高
山

の
東

側
の

既
存

営
巣

地
で

繁
殖

に
成

功
（
6
月

、
7
月

に
幼

鳥
1
羽

を
確

認
）
し

た
。

　
　

 ・
オ

オ
タ

カ
は

4
月

に
田

代
北

側
の

後
畑

に
、

6
月

に
は

相
賀

地
区

に
お

い
て

出
現

し
た

が
、

繁
殖

は
確

認
で

き
な

か
っ

た
。

  
 　

・
サ

シ
バ

は
田

代
地

区
内

の
昨

年
の

繁
殖

巣
周

辺
で

の
出

現
を

確
認

し
た

が
、

昨
年

巣
で

の
繁

殖
は

な
か

っ
た

。

　
　

 ・
ハ

チ
ク

マ
は

今
年

度
の

出
現

は
確

認
で

き
な

か
っ

た
。

確
認

で
き

な
か

っ
た

の
は

、
2
0
0
7
年

以
降

で
は

初
め

て
で

あ
っ

た
（
1
4
年

間
は

毎
年

出
現

）
。

　
●

移
植

2
1

年
目

の
追

跡
調

査
：

2
0

2
1

年
5

～
9

月

　
　

・
調

査
区

に
移

植
し

た
植

物
の

約
2
0
％

を
確

認
、

増
殖

個
体

を
含

め
る

と
約

8
6
％

の
確

認
率

で
あ

っ
た

。

図
Ⅰ

.1
　

島
田

市
田

代
地

区
環

境
調

査
の

経
緯

（
3
/
3
）

　
●

移
植

2
0

年
目

の
追

跡
調

査
：

2
0

2
0

年
5

～
9

月

　
　

・
調

査
区

に
移

植
し

た
植

物
の

約
2
1
％

を
確

認
、

増
殖

個
体

を
含

め
る

と
約

7
9
％

の
確

認
率

で
あ

っ
た

。

　
2
0
1
9
年

4
月

～
2
0
2
0
年

3
月

の
行

動
調

査
　

　
・
ク

マ
タ

カ
は

昨
年

と
同

一
巣

で
繁

殖
を

確
認

し
、

巣
上

に
幼

鳥
1
羽

を
確

認
し

た
（
2
0
1
9
年

7
月

1
0
日

）
。

連
続

繁
殖

の
事

例
は

珍
し

い
。

　
　

 ・
オ

オ
タ

カ
は

相
賀

地
区

に
お

い
て

昨
年

巣
が

落
下

し
、

近
く
新

巣
を

作
っ

た
が

、
そ

の
巣

も
途

中
放

棄
し

た
。

中
断

の
理

由
は

不
明

で
あ

る
。

  
 　

・
サ

シ
バ

は
田

代
地

区
内

で
初

め
て

営
巣

地
を

確
認

し
た

。
巣

上
に

幼
鳥

2
羽

を
確

認
し

た
（
2
0
1
9
年

6
月

1
9
日

）
。

　
　

 ・
ハ

チ
ク

マ
は

6
月

に
田

代
地

区
に

お
い

て
♂

♀
の

同
時

出
現

を
確

認
し

た
が

、
繁

殖
の

成
否

は
不

明
で

あ
っ

た
。

　
●

移
植

1
9

年
目

の
追

跡
調

査
：

2
0

1
9

年
5

～
9

月

　
　

・
調

査
区

に
移

植
し

た
植

物
の

約
2
6
％

を
確

認
、

増
殖

個
体

を
含

め
る

と
約

8
2
％

の
確

認
率

で
あ

っ
た

。

　
2
0
1
8
年

4
月

～
2
0
1
9
年

3
月

の
行

動
調

査
　

　
・
ク

マ
タ

カ
は

2
0
1
8
年

6
月

上
相

賀
の

谷
で

新
巣

発
見

(営
巣

木
：
ス

ギ
）
。

7
～

1
0
月

幼
鳥

の
巣

立
ち

(繁
殖

成
功

）
を

確
認

。
田

代
地

区
内

で
繁

殖
成

功
し

た

　
　

　
　

2
0
0
2
年

か
ら

1
6
年

ぶ
り

の
繁

殖
成

功
。

　
　

 ・
オ

オ
タ

カ
は

相
賀

地
区

に
お

い
て

昨
年

営
巣

地
に

て
繁

殖
成

功
(ヒ

ナ
1
羽

確
認

）
。

  
 　

・
サ

シ
バ

は
田

代
地

区
周

辺
で

♂
♀

の
出

現
、

エ
サ

運
び

な
ど

が
確

認
さ

れ
た

が
、

営
巣

地
は

特
定

で
き

な
か

っ
た

。

　
　

 ・
ハ

チ
ク

マ
は

5
～

7
月

に
か

け
て

田
代

地
区

に
お

い
て

♂
♀

の
出

現
を

確
認

し
た

が
、

繁
殖

の
成

否
は

不
明

で
あ

っ
た

。

　
●

移
植

1
8

年
目

の
追

跡
調

査
：

2
0

1
8

年
5

～
9

月

　
　

・
調

査
区

に
移

植
し

た
植

物
の

約
3
5
％

を
確

認
、

増
殖

個
体

を
含

め
る

と
約

8
0
％

の
確

認
率

で
あ

っ
た

。

　
2
0
1
3
年

5
月

～
2
0
1
4
年

3
月

の
行

動
調

査
　

　
・
2
0
1
3
年

5
月

～
1
2
月

：
田

代
地

区
お

よ
び

周
辺

に
お

い
て

オ
オ

タ
カ

2
カ

所
（
1
カ

所
：
営

巣
地

確
認

、
繁

殖
成

功
）
、

サ
シ

バ
4
カ

所
（
1
カ

所
：
繁

殖
成

　
　

　
　

功
）
、

ハ
チ

ク
マ

1
カ

所
で

繁
殖

活
動

が
確

認
さ

れ
た

。

　
  

　
・
2
0
1
4
年

2
月

～
3
月

：
オ

オ
タ

カ
、

ク
マ

タ
カ

出
現

。
オ

オ
タ

カ
は

2
月

､3
月

に
田

代
地

区
、

千
葉

山
の

西
側

で
出

現
。

ク
マ

タ
カ

は
2
月

に
田

代
地

区
で

　
　

　
　

ペ
ア

出
現

、
餌

運
び

も
見

ら
れ

た
。

　
●

移
植

1
3

年
目

の
追

跡
調

査
：

2
0

1
3

年
1

0
月

　
　

・
調

査
区

に
移

植
し

た
植

物
の

約
3
3
％

を
確

認
、

増
殖

個
体

を
含

め
る

と
約

6
5
％

の
確

認
率

で
あ

っ
た

。

　
2
0
1
4
年

5
月

～
2
0
1
5
年

3
月

の
行

動
調

査
　

　
・
2
0
1
4
年

5
月

～
1
2
月

：
田

代
地

区
お

よ
び

周
辺

に
お

い
て

オ
オ

タ
カ

2
カ

所
（
1
カ

所
：
営

巣
地

確
認

、
繁

殖
成

功
）
、

  
  

  
  

 サ
シ

バ
3
カ

所
（
1
カ

所
：
繁

殖
成

功
）
、

ハ
チ

ク
マ

1
カ

所
で

繁
殖

活
動

が
確

認
さ

れ
た

。

　
  

　
・
2
0
1
5
年

2
月

～
3
月

：
オ

オ
タ

カ
、

ク
マ

タ
カ

出
現

。
オ

オ
タ

カ
は

2
月

に
田

代
地

区
、

相
賀

地
区

、
千

葉
山

の
西

側
で

出
現

。

  
  

  
  

 ク
マ

タ
カ

は
2
月

に
田

代
地

区
、

高
山

で
出

現
。

　
●

移
植

1
4

年
目

の
追

跡
調

査
：

2
0

1
4

年
9

月

　
　

・
調

査
区

に
移

植
し

た
植

物
の

約
3
3
％

を
確

認
、

増
殖

個
体

を
含

め
る

と
約

8
1
％

の
確

認
率

で
あ

っ
た

。

　
2
0
1
5
年

5
月

～
2
0
1
6
年

3
月

の
行

動
調

査
　

　
・
2
0
1
5
年

5
月

～
8
月

：
田

代
地

区
お

よ
び

周
辺

に
お

い
て

オ
オ

タ
カ

1
カ

所
(繁

殖
中

断
の

可
能

性
）
、

  
  

  
  

 サ
シ

バ
4
カ

所
で

繁
殖

活
動

を
確

認
。

繁
殖

成
否

は
不

明
。

田
代

北
～

相
賀

で
は

8
月

に
3
羽

の
同

時
出

現
を

確
認

。
ハ

チ
ク

マ
は

1
カ

所
で

繁
殖

活

　
　

　
　

動
が

確
認

さ
れ

、
8
月

の
巣

外
育

雛
期

に
3
羽

を
同

時
確

認
（
繁

殖
成

功
の

可
能

性
あ

り
）
。

　
  

　
・
2
0
1
6
年

2
月

～
3
月

：
オ

オ
タ

カ
、

ク
マ

タ
カ

出
現

。
オ

オ
タ

カ
は

２
～

３
月

に
田

代
地

区
、

相
賀

地
区

、
千

葉
山

の
南

側
で

出
現

。

  
  

  
  

 ク
マ

タ
カ

は
２

～
３

月
に

高
山

の
南

側
で

出
現

。
交

尾
を

確
認

。
近

く
で

繁
殖

の
可

能
性

が
示

唆
さ

れ
た

。

　
●

移
植

1
5

年
目

の
追

跡
調

査
：

2
0

1
5

年
5

～
9

月

　
　

・
調

査
区

に
移

植
し

た
植

物
の

約
3
1
％

を
確

認
、

増
殖

個
体

を
含

め
る

と
約

7
4
％

の
確

認
率

で
あ

っ
た

。

　
2
0
1
6
年

5
月

～
2
0
1
7
年

3
月

の
行

動
調

査
　

　
・
2
0
1
6
年

5
月

～
8
月

：
相

賀
地

区
に

お
い

て
オ

オ
タ

カ
1
カ

所
の

営
巣

地
を

確
認

(ヒ
ナ

2
羽

確
認

、
繁

殖
成

功
）
、

  
  

  
  

 サ
シ

バ
3
カ

所
で

繁
殖

活
動

を
確

認
。

相
賀

で
は

繁
殖

成
功

し
た

可
能

性
あ

り
。

ハ
チ

ク
マ

は
田

代
地

区
と

相
賀

地
区

で
出

現
し

た
が

、
繁

殖
活

動

　
　

　
　

は
確

認
で

き
な

か
っ

た
。

　
  

　
・
2
0
1
6
年

1
1
月

～
2
0
1
7
年

3
月

：
オ

オ
タ

カ
、

ク
マ

タ
カ

出
現

。
オ

オ
タ

カ
は

1
1
～

３
月

に
田

代
地

区
、

相
賀

地
区

で
出

現
。

相
賀

地
区

で
は

繁
殖

の
可

能

　
　

　
　

性
が

高
い

。

  
  

  
  

 ク
マ

タ
カ

は
1
2
～

３
月

に
高

山
の

南
東

側
で

♂
♀

成
鳥

の
出

現
を

確
認

。
近

く
で

繁
殖

の
可

能
性

が
示

唆
さ

れ
る

。

　
●

移
植

1
6

年
目

の
追

跡
調

査
：

2
0

1
6

年
5

～
9

月

　
　

・
調

査
区

に
移

植
し

た
植

物
の

約
3
3
％

を
確

認
、

増
殖

個
体

を
含

め
る

と
約

7
1
％

の
確

認
率

で
あ

っ
た

。

　
2
0
1
7
年

4
月

～
2
0
1
8
年

3
月

の
行

動
調

査
　

　
・
2
0
1
7
年

5
月

～
8
月

：
ク

マ
タ

カ
は

高
山

の
南

東
側

で
繁

殖
の

可
能

性
が

高
い

と
推

定
さ

れ
た

が
、

顕
著

な
繁

殖
活

動
が

見
ら

れ
ず

、
繁

殖
中

断
と

判

　
　

　
断

し
た

。
オ

オ
タ

カ
は

相
賀

地
区

に
お

い
て

昨
年

営
巣

地
に

て
繁

殖
成

功
(ヒ

ナ
3
羽

確
認

）
。

  
　

　
サ

シ
バ

は
尾

川
に

お
い

て
新

巣
発

見
、

繁
殖

成
功

確
認

。
ハ

チ
ク

マ
は

田
代

地
区

で
出

現
し

た
が

、
繁

殖
活

動
は

確
認

で
き

な
か

っ
た

。

　
  

　
・
2
0
1
7
年

1
0
月

～
2
0
1
8
年

3
月

：
オ

オ
タ

カ
、

ク
マ

タ
カ

出
現

。
オ

オ
タ

カ
は

田
代

地
区

、
相

賀
地

区
で

出
現

。

  
  

  
 ク

マ
タ

カ
は

昨
年

同
様

、
高

山
の

南
東

側
谷

部
で

♂
♀

成
鳥

の
出

現
を

確
認

。
近

く
で

繁
殖

の
可

能
性

が
示

唆
さ

れ
る

。

　
●

移
植

1
7

年
目

の
追

跡
調

査
：

2
0

1
7

年
5

～
9

月

　
　

・
調

査
区

に
移

植
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た
植

物
の

約
3
3
％

を
確

認
、

増
殖

個
体

を
含

め
る

と
約

7
0
％

の
確

認
率

で
あ

っ
た

。
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